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１．はじめに 

室蘭工業大学航空宇宙機システム研究センターでは地上で高速度・高加速度環境を実現し，各

種実証研究を実施出来る「高速走行軌道実験設備」の基盤研究を進めている[1-3]．2016年度は

クラスタリングハイブリッドロケットの推進剤安定供給に関する研究[4]，騒音低減設備の実証研

究等を行った[5]．また，学内プロジェクト研究の一環としてミニオオワシ機体を搭載しての走行

試験を実施した（図１）． 

 

 

図１ ミニオオワシ搭載走行試験（2016 年 7月 14日，RUN028） 

 

２．クラスタリングハイブリッドロケットの推進剤安定供給に関する研究 

2014年度より，図２に示すような統合型供給系（1 つのタンク・バルブから複数グレーンに酸

化剤を供給する）の実証を進めている．複数のロケットエンジンを並列に利用して大推力を発生

させる試み（クラスタリング）は既存の宇宙輸送システムにおいても採用されている技術であ

る．一方，単一のバルブから複数グレーンに酸化剤を供給する例は世界的にも珍しく，2015年

度より基礎特性の入念な評価を実施している． 
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図２ 統合型供給系概要 

 

2016年度はより幅広い条件・環境下での推進剤の安定供給性能を評価するため，酸化剤であ

る亜酸化窒素によるコールドフローテストを三度実施した．その様子を図３に示す． 

 

 

図３ 亜酸化窒素によるコールドフローテスト 

 

実施したコールドフローテスト・地上燃焼試験・走行試験全ての条件・環境において推進剤が

複数のグレーンに安定して供給されていることを確認した．加えて，亜酸化窒素の性質により実

測が困難な供給量時間履歴についても，計測結果から実験的に推定する研究にも着手した．その

ため，来年度以降も継続して様々な条件下での各種試験を実施する必要がある． 
 

３．着火の信頼性向上に関する取り組み 

ロケットのクラスタリングにおいて信頼性の高い着火手法の確立は極めて重要である．2016

年度には走行試験において一部着火や全数不着火事例が相次いだ．しかし，図４に示す不着火事

象に関する FTA を展開し原因を究明すると共に，即座に有効な対策を講じることで Run034

（2017年 1月 14日実施）では低温環境においても全数着火を達成することが出来た． 
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図４ 不着火事象に関する FTA 展開例 

 

 

４．騒音評価に関する研究 

今後の推進装置大型化を見据え，燃焼による騒音評価に関する研究も開始した．代表例とし

て，走行試験 Run034においてスレッドの走行位置から理論的に求めた騒音値と騒音計での実測

値を比較したものを図５に示す． 

 

 
図５ 騒音の距離減衰特性（Run034） 

 

燃焼秒時（t = 0 ~ 8 [s]）において理論値と実測値が概ね同じであることがわかる．今後はクラ

スタリング数や走行による音源の移動が騒音に及ぼす影響についても検証するため，より多くの

騒音計を導入し，詳細な計測を実施する予定である． 
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５．学内プロジェクト研究 

2015年度に引き続き，ミニオオワシ機体を搭載した走行試験を実施し，舵面にかかるヒンジ

モーメントについて計測した．次年度以降は，引き続きミニオオワシ機体を用いた空力計測を行

うと共に，オオワシパラシュート開傘試験も実施予定である． 

 

 
図６ ミニオオワシ機体搭載走行試験画像 
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